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審   査   の   要   旨 
 
 本研究はピクセル単位の詳細かつ大量のデータを扱い、土地利用種目間の変化ポテンシャルを機械学習を
取り入れた新たな手法によって評価し、そこに明確なシナリオによる条件を加えてシミュレーションを実施、
その結果を定量的に検討するといった方法論を広範な東京大都市圏に適用した、意欲的な土地利用・土地被
覆変化研究であり、土地利用・土地被覆の将来予測について新たな貢献を示している。これらの点で本研究
を高く評価できる。また、この方法論が国を問わず様々な都市地域に適用可能な性格を持っていることも有
意義である。急速な発展が今後予想されているもののデータ整備の遅れている発展途上国の大都市圏におい
て、その将来計画に貢献することが期待できる。研究過程では空間情報科学の手法が十分に活用され、その
発展に十分な貢献をなすものと言える。 
 
 
 令和２年２月４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
